
紹
　
　
介

赤
松
俊
秀
校
註

　
隔
　
糞
　
記

第
一

　
本
書
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
近
世
初
期
の
京
都
鹿

苑
寺
（
金
閣
嵜
）
住
職
鳳
林
承
章
の
日
録
で
あ
る
。

一
昨
年
来
、
赤
松
俊
秀
教
授
の
手
に
よ
り
、
野
芒
光

辰
教
授
及
び
京
大
大
学
院
学
生
有
志
の
協
力
を
得
て

流
行
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
程
第
一

巻
の
上
梓
を
み
た
つ

　
鳳
林
承
章
の
事
蹟
と
本
警
の
史
料
的
価
値
に
つ
い

て
は
、
今
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
か
と
思
う
。

日
録
は
寛
永
十
二
年
承
章
四
十
四
歳
よ
り
、
寛
文
八

年
七
十
六
歳
、
遷
化
の
わ
ず
か
ニ
ケ
月
前
ま
で
、
三

十
余
年
に
わ
た
っ
て
殆
ん
ど
よ
ど
み
な
く
書
記
さ

れ
、
三
十
巻
の
多
き
に
達
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
承

章
が
整
備
に
つ
と
め
た
金
閣
や
庭
園
に
つ
い
て
の
記

録
を
は
じ
め
と
し
て
、
相
国
寺
・
南
禅
寺
な
ど
京
都

禅
院
の
生
活
や
法
会
、
江
戸
幕
府
・
京
都
所
司
代
と

の
政
治
接
衝
、
寺
領
の
経
営
な
ど
、
近
世
禅
宗
の
魯
ハ

重
な
記
録
で
あ
る
。
勲
章
は
禅
僧
で
あ
る
と
と
も
に

当
時
第
一
等
の
文
化
人
で
も
あ
り
、
洛
北
に
咲
い
た

寛
永
町
衆
文
化
の
末
期
に
身
を
短
い
た
入
で
あ
る

が
、
こ
の
記
録
は
後
水
尾
上
皇
を
は
じ
め
と
し
、
近

衛
信
尋
、
一
条
昭
良
そ
の
他
の
公
卿
、
門
跡
法
親
王

華
道
の
池
坊
、
茶
人
金
森
宗
和
・
千
宗
旦
、
ま
た
暴

露
北
野
会
所
に
集
う
人
々
な
ど
と
の
深
い
交
わ
り
を

伝
え
、
更
に
は
、
金
閣
門
前
や
京
都
平
中
、
あ
る
い
は

旅
先
き
で
の
見
聞
に
も
く
わ
し
い
。
か
く
て
太
・
書
は

単
に
金
閣
寺
あ
る
い
は
禅
宗
の
記
録
た
る
に
と
ど
ま

ら
ず
当
時
の
公
家
社
会
の
姿
を
伝
え
、
文
芸
は
じ
め

茶
道
、
華
・
道
な
ど
の
文
化
史
ま
た
風
俗
史
な
ど
の
貴

重
な
史
料
で
も
あ
り
、
鹿
苑
寺
に
原
本
を
、
史
料
編

纂
所
に
写
本
を
存
す
る
も
の
の
、
久
し
く
刊
行
上
梓

を
待
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

今
こ
こ
に
赤
松
教
授
は
じ
め
関
係
表
一
同
の
努
力
が

実
を
結
ん
で
調
行
さ
れ
た
意
義
は
ま
こ
と
に
大
き
な

も
の
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
轡
は
鹿
苑
寺
の
自
費
刊

行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
学
界
に
稗
益
す
る

と
こ
ろ
大
き
い
記
録
を
上
筆
さ
れ
た
英
断
に
敬
意
を

表
し
た
い
。
と
と
も
に
、
こ
れ
を
先
駆
と
し
て
、
な

お
数
多
い
未
公
開
記
録
史
料
刊
行
の
機
運
が
醸
さ
ん

こ
と
を
、
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
刊
本
隔
嚢
記
は
、
自
筆
原
本
を
底
本
と
し
て

校
蕉
最
も
厳
密
で
あ
り
、
詳
細
懇
切
な
頭
註
・
難
癖

お
よ
び
句
読
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
全
六
巻
の
予
定

で
（
第
一
巻
は
寛
永
十
二
年
よ
り
詑
保
二
年
ま
で
）

今
後
逐
次
刊
行
し
て
一
両
年
で
完
結
し
、
最
後
に
は

索
引
年
譜
を
附
す
る
予
定
と
聞
く
。
こ
う
し
た
編
者

の
利
用
に
便
な
ら
し
め
る
為
の
数
々
の
配
慮
に
よ
っ

て
、
本
書
の
史
料
的
価
値
は
一
壷
高
ま
る
と
い
え
よ

・
）
。
全
巻
完
結
の
一
日
も
単
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
す

る
次
第
で
あ
る
。
　
（
A
5
版
　
七
七
〇
頁
　
鹿
苑
寺

発
行
　
非
売
品
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熱
風
　
公
）

　
（
な
お
、
画
学
研
究
会
で
は
、
特
に
会
員
の
重
継
を

　
お
は
か
り
し
て
本
書
希
望
の
方
に
お
取
次
い
た
し

　
ま
す
。
頒
価
実
費
二
、
○
○
○
円
送
料
八
○
円
）

平
岡
定
海
鏡

　
東
大
寺
宗
性
上
入
之
研
究

　
　
並
史
料
　
　
　
　
　
上
巻

　
本
書
は
故
大
屋
亀
城
博
士
の
遺
稿
「
宗
性
上
人
年

譜
」
を
、
　
平
岡
定
訳
氏
が
増
補
校
訂
し
、
巻
末
に

「
宗
性
上
人
の
生
涯
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
解
説
を

附
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
嘘
博
士
が
奈

良
・
京
都
の
寺
院
経
蔵
や
金
沢
浮
寝
な
ど
か
ら
多
く

の
古
文
書
・
経
論
・
典
籍
を
発
見
紹
介
し
、
日
本
仏

教
史
上
数
多
の
毒
見
を
示
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
り
、
名
著
「
摩
楽
仏
教
史
論
」
　
「
日
本
仏

身
史
の
研
究
」
始
め
多
く
の
著
書
を
遺
さ
れ
た
。
宗
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紹介

性
の
学
問
的
研
究
も
全
く
大
屋
博
士
に
始
ま
る
。
東
　
ら
な
い
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
。
　
門
宗
性
権
僧
正

大
寺
で
は
平
岡
定
海
氏
を
中
心
に
宗
性
上
人
研
究
会
　
は
近
代
の
名
哲
也
、
智
弁
縦
横
、
弥
天
の
徳
を
把
し
、

が
作
ら
れ
、
博
士
の
遺
稿
を
増
補
し
て
、
謄
写
版
の
　
難
清
雅
、
経
国
の
量
を
播
す
、
華
厳
・
因
明
・
倶
舎
・

「
宗
性
上
人
関
係
資
料
集
（
年
譜
）
」
　
を
逐
次
刊
行
　
法
相
砦
悉
く
研
究
し
、
精
露
な
ら
ざ
る
無
く
、
諸
宗

申
で
あ
っ
た
が
、
薪
た
に
近
習
省
の
出
版
助
成
金
の
　
の
奥
旨
兼
ね
暢
べ
て
遺
す
無
し
」
　
と
い
う
凝
然
の

交
付
を
受
け
て
今
園
の
出
版
を
見
た
の
で
あ
る
。
平
・
適
性
評
は
、
弟
子
の
師
に
対
す
る
礼
讃
ば
か
り
で
な

岡
氏
は
現
在
東
大
寺
図
書
館
主
事
と
し
て
東
大
寺
史
　
く
、
良
性
の
偉
大
さ
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
言
っ
て

の
研
究
に
秀
れ
た
業
績
を
も
つ
人
で
あ
り
、
氏
の
努
　
よ
い
。
宗
性
は
凝
然
の
師
と
し
て
震
過
し
得
な
い
と

力
に
よ
っ
て
本
書
が
二
期
さ
れ
た
こ
と
は
、
慶
び
に
　
共
に
、
深
く
輿
慶
・
智
恵
に
私
淑
し
、
熱
烈
な
弥
勒

た
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
仰
に
生
き
た
と
い
う
点
で
も
鎌
倉
仏
教
史
上
特
に

　
鎌
瀬
は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
南
都
東
大
寺
の
華
厳
　
注
冒
さ
れ
る
。
彼
が
多
数
の
自
筆
著
書
を
遺
し
、
そ

教
学
の
指
導
者
と
し
て
注
巨
す
べ
き
僧
で
あ
る
。
島
　
の
点
で
は
充
分
な
研
究
素
材
が
あ
り
な
が
ら
従
来
心

地
大
等
氏
は
臨
本
仏
教
教
学
史
の
中
で
、
傾
性
の
教
　
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
正
確
な

学
の
特
色
と
し
て
、
華
厳
学
、
殊
に
三
密
と
満
涼
の
　
年
譜
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
為
で
も
あ
っ
た
。
そ

華
厳
学
に
関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
六
会
論
門
並
　
の
意
味
か
ら
も
本
書
の
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
宗
性

抄
を
著
し
た
こ
と
、
僧
伝
研
究
を
始
め
て
行
っ
た
こ
　
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
。

と
、
法
華
経
上
宮
王
義
疏
抄
を
慨
し
て
三
経
義
疏
研
　
　
本
書
は
宗
性
の
年
譜
で
、
大
日
本
史
料
の
体
裁
に

究
に
始
め
て
着
手
し
た
こ
と
、
春
華
秋
月
抄
草
を
著
　
准
じ
、
綱
島
を
立
て
、
関
係
史
料
が
掲
げ
ら
れ
て
あ

し
、
ま
た
倶
舎
・
唯
識
・
成
実
・
十
地
論
等
の
教
学
　
る
。
年
譜
で
あ
る
か
ら
、
も
し
野
性
の
教
学
の
具
体

比
較
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
列
挙
さ
れ
た
が
、
宗
性
　
的
検
討
を
志
す
な
ら
ば
、
直
接
原
典
に
当
ら
ね
ば
な

の
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
そ
の
弟
子
凝
然
に
う
け
つ
が
　
ら
な
い
が
、
そ
の
為
に
は
史
料
に
東
大
等
図
書
館
の

れ
て
見
事
な
大
成
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
凝
然
を
南
　
滋
養
暑
を
附
す
る
配
慮
が
は
ら
わ
れ
て
い
る
。
上
巻

都
教
学
の
大
成
者
と
晃
罰
す
な
ら
ば
、
当
然
宗
性
は
　
は
嘉
顧
三
年
宗
派
一
工
六
歳
ま
で
が
収
め
ら
れ
、
中
心

そ
の
基
礎
を
築
い
た
碩
学
と
し
て
重
視
さ
れ
ね
ば
な
　
を
な
す
も
の
は
、
尊
勝
講
問
答
記
・
法
勝
寺
御
鼠

講
問
答
記
・
維
摩
会
問
答
記
な
ど
の
問
答
猛
毒
で
あ

る
。春
華
秋
月
抄
・
弥
勒
如
来
感
応
抄
な
ど
の
大
部
の
も

の
は
奥
書
を
の
み
示
し
て
あ
る
。

　
宗
性
の
著
書
に
は
裏
文
書
を
有
す
る
も
の
が
多

く
、
本
書
に
も
雄
性
が
父
藤
原
同
舎
か
ら
糊
伝
し
た

遠
江
國
榛
原
郡
質
侶
庄
関
係
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
直
接
宗
性
と
関
係
が
な

い
の
で
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
堀
池
春
定
心
の
編
纂

に
係
る
東
大
寺
遺
文
第
八
巻
に
は
建
保
一
二
年
か
ら
承

久
元
年
十
月
ま
で
の
宗
性
自
筆
本
の
裏
文
書
が
奴
載

さ
れ
て
い
る
か
ら
参
照
さ
れ
る
と
よ
い
。
下
巻
の
速

か
な
る
嵐
版
を
祈
っ
て
紹
介
の
筆
を
欄
く
。
　
（
A
5

判
五
四
四
頁
　
日
本
学
術
振
興
会
発
行
　
定
価
一
、

六
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
善
人
）

京
都
大
学
総
革
研
究
室
編

　
　
日
本
近
代
史
辞
典

　
こ
の
た
び
、
京
都
大
学
国
史
研
究
室
関
係
の
近
代

史
研
究
岩
の
手
に
よ
り
、
　
門
臼
本
近
代
史
辞
典
」
が

編
集
・
刊
行
さ
れ
た
。

　
幕
末
慕
永
・
安
政
期
か
ら
現
代
（
第
二
次
岸
内
閣
）

ま
で
の
、
致
治
・
経
済
・
社
会
∴
又
化
の
全
般
に
わ
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